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平成 22 年 11 月期個別業績予想との差異について 

 

 

 

 平成 22 年１月 14 日に公表しております個別業績予想と、本日公表の平成 22 年 11 月期の実績に差異が生じま

したので、以下の通りお知らせします。 

 

記 

１．平成 22 年 11 月期 個別業績予想と実績の差異 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,260 231 242 143 12,650 円 09 銭

今回実績（Ｂ） 2,024 216 252 123 10,942 円 68 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △235 △14 +9 △20 －

増減率 △10.4% △6.5% +3.9% △14.0% －

（ご参考) 

前期実績（平成 21 年 11 月期） 
1,530 33 54 33 2,939 円 11 銭

 

２．差異の生じた理由 

   当年度において、売上は、概ね当初の予想通り進捗いたしましたが、一部の装置の納入案件で翌年度の検収 

  となったものがあったため、差異が発生いたしました。 

   なお、当社の売上計上基準に関するリスクにつきましては、本日公表の「平成 22 年 11 月期 決算短信」 

  ７ページ「１．経営成績 (4) 事業等のリスク ⑧売上計上基準から生じる業績の変動について」に記載して 
  おります。 
   （参考）本日公表の平成 22 年 11 月期 決算短信 ７ページ 

     １．経営成績 (4) 事業等のリスク ⑧売上計上基準から生じる業績の変動について 
       当社グループの売上計上基準は、半導体製造装置等の機械装置について原則検収基準を採用しており、メーカー

からの機械装置の納品の遅れ、あるいは顧客の受入検査の遅れ等によっては、契約上予定されていた期間内に検収

を受けることができない場合があります。特に、決算月に大きな案件が計画どおりに検収を受けることができなく

なるような事態が発生した場合には、売上高及びそれに対応する売上原価の計上時期が翌連結会計年度となること

により、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。 

 

以  上 


